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平城京の荷札木簡について荷札木簡が国・郡・郷のどの段階で作成され，それはどこでの勘

検に用いられるためかという間辿で，今' １談論が交わされている。木報告では，荷札木簡の大

半が郡で作成され，それは国府での勘検に資するためである，とする有力な説に対. して，新川

の二条大路木簡を主たる材料として分析し，検討を加えた。その結果，１Ｍi 札木簡作成において

は国．郡．郷毎にそれぞれ共通点が兄いだされ，郡の役割を過大に評価すべきではないこと，

国府での勘検を示すとされる史料が十分な根拠をもつものではないこと，などからあくまでも

京における納入時の勘検のために作成されたと考えるべきことを論じた。（寺崎保広）

弥生社会のはじまり一木葉紋と流水紋から－これまでの研究で，弥生人が好んで描いた

紋様のうちに実は純文社会で生みだされたもののあることが明らかにされている。その代表的

な紋様が，水葉紋と流水紋とである。しかもこの二つの紋様は，ともに日本列烏に弥生文化が

広まったごく初めに採川されているにもかかわらず，そのあり方がこの二新で大きく異なって

いる。二つの紋様の細部を具体的に検討して，①水染紋のうちのあるものは流水紋より古く，

西日本の前期初頭に位侭すること, ②純文社会の紋様を忠実に受け入れたのは流水紋の方であっ

たこと，③それには時間的な併行関係が深く関J j ･ していたこと，④弥生化する過程で，弥生社

会自体の特殊な椛造がかかわったこと，などを指摘した。（深瀧芳樹）

ワット・プーとラオスの文化遺産ワット・プーは，ラオス南部にあるヒンドゥー寺院で，現

存する建物群は1 1 世紀初頭の建立と考えられます。壮大な石造遺跡がバサック1 1 1 の1 1 1 柵から1 1 1

腹に連なり，束を１日i i i とし，上段に主蛍・経蔵，Ｉ| ' 段に六つのス| ､ ウーパ，下段に二つの寓殿

と聖牛殿, さらに束にはバライがあります｡ 東西の中1 l i l l l 線上に参道が通り，階段と門の韮峨が残っ

ています。しかしすでに建物の雌根は失われ，一部は倒壊していて. I 1 L 急に保護と援助の手を待

ち望んでおります。ワット・プー以外にも，北部ジャール平原の１．ｍ｢ 文化や歴史的な王都ルア

ンパバンなど，さまざまな文化遺産がありますが，ラオスにおける文化財保謹は緒についたば

かりといえます。幸い，このたび1 1 本の文化財保謹の状況を学ぶ機会を得ましたので，この経

験をラオスの文化財保護のために役立てたいと思っております。

（ラオス情報文化省博物館考古局優トンサ・サヤヴォンカムデイ上野邦一抄）

文化財の保存科学と国際交流保存科学とは自然科挙的手法をL Mj して文化財の保存修復技術の開

発とそれに必要な調査に当たる研究分野である。当研究所で妓初に招鵬した海外からの保存科学研

究群は，バイキング船の化学処理を成功させたデンマーク同京博物館のクリステンセン保存科学部

憧であった。1 9 7 0 年のことである。以来，当研究所と1 1 t 界各国の研究門おとの交流聯例は間件を数

え，その４割が保存科学関係者であった。そのなかには，国民性や国‘ I I I i のちがいが保存科学技術交

流以前の障害になることも多かった。しかしながら，技術と文化の国際的交流をとおしての新時代

の術築は，こうしたハードルを越えようとする互いの１４１樋にこそ託されている。（沢I I I i I 皇' 1 ( い
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